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1 背景・目的 

1.1 背景 

経済産業省では、2021 年度から検討を開始した「経済産業政策の新機軸」の論点の 1

つとして、「EBPM・データ駆動型行政」を掲げており、今後の取り組み課題として、経

済産業省職員（以下、職員）のリテラシー向上を位置づけている。その具体的な取り組み

として、同年度から「発展的政策プロセス実践研修」（以下、発展 PP 研修）を新たに立

ち上げ、因果推論に関する輪読会や分析プロジェクトの実施など、職員に対する質の高い

プログラムを提供している。今年度の事業では、さらに人材育成の枠組みを大きく広げ、

初心者向けの E ラーニングコンテンツを作成するとともに、分析プロジェクトのテーマ

を拡充した。具体的には、事後的な政策の効果検証に留めず、政策立案の背景となる現状

の理解や、政策立案の必要性にかかるデータ収集やファクトの分析にも拡大した。 

1.2 本事業の課題・目的 

1.2.1 E ラーニングコンテンツの企画・制作 

⚫ 目的  ：職員が身につけるべき政策プロセスにおけるデータ利活用及び 

EBPM にかかるリテラシー修得 

⚫ 対象者  ：経済産業省に在籍する全職員 計 約 8,000 名 

⚫ 実施内容 ：動画コンテンツ及び実力テストの提供 

⚫ 実施のポイント ：専門知識や統計的な素養が低い職員でも身近に感じ学べる 

教材であること 

1.2.2 発展的政策プロセス実践研修 

⚫ 目的 ：発展的政策プロセス実践のための基礎及び実践能力の獲得 

⚫ 対象者  ：経済産業省に在籍する、又は同省から出向・留学している職員 

   計 24 名 

⚫ 実施内容 ：(ア) 統計的因果推論に関する輪読会、(イ) 分析プロジェクト 

⚫ 実施のポイント ：各分野の外部有識者を交えながら、ロジックモデル・リサーチ 

デザインの作成、データ収集・分析等に取り組むこと 
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2 E ラーニングコンテンツの事業内容 

2.1 実施の背景・目的 

経済産業省では、2021 年度から検討を開始した「経済産業政策の新機軸」の論点の一

つとして「EBPM・データ駆動型行政」を掲げており、今後の取組課題として、職員のリ

テラシー向上を位置づけている。このため、同年度には発展 PP 研修を新たに立ち上げ、

省内で一定の人材を育成していくことを目指している。本事業はその継続事業であり、本

年度は省内職員の中でも EBPM の前提知識に乏しい者、日常の省内業務を抱える職員が

自身のペースで学べる環境を整備すべく、E ラーニング形式の教材として広く提供するも

のである。 

2.2 E ラーニングコンテンツの構成 

第 1 章では、EBPM のススメとして「なぜ EBPM を進めるのか」「各政策段階におけ

る EBPM の取組（どのように進めるか）」など、EBPM にこれから取り組む職員向けに

全体像を掴める章としている。 

続く第 2 章から第 9 章では、「政策の立案」、「政策効果の検証」、「データ分析の基礎」

と 3 部構成として、政策立案の現場で求められる知識を複数の章に分けて紹介している。

すでに EBPM 関連の業務に従事している職員においても、自身の知識の棚卸しを行い、

専門知識を新たに学習・修得することで、現行事業の立案や実施後の評価の品質を高め、

各事業の実効性を高めることを目的に、専門知識も含めた総合的なカリキュラムを構成し

ている。また、各章に理解度を確認するテストを設け、知識の定着を図っている。 

 

図表 2-1 E ラーニングコンテンツの全体像 
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図表 2-3 E ラーニングコンテンツイメージ 

 

1-1 「なぜ EBPM を進めるのか？」より 

 

 

1-2 「有効な施策を特定するには」より 
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3 発展的政策プロセス実践研修の事業内容 

3.1 実施の背景 

政策課題が複雑化する中、国民に対してエビデンスを示しながら、透明性の高い政策形

成プロセスを展開していくことが求められている。限られたリソースで「効く政策」を打

っていくためには、Emotion-based や Episode-based な政策ではなく、立場や経験を超

えた共通言語（＝データ）で議論し、政策を柔軟に見直していくことが重要とされてい

る。 

政策の立案・実行・効果検証の各プロセスを、より科学的に、データに基づいたものに

変えていくため、省内に一定の人材を育成することを目的として、2021 年度から発展 PP 

研修を実施している。 

3.2 実施の目的 

EBPM の基本理論を理解した上で、以下の力を養うことを目的とする。 

⚫ 政策立案のための現状分析や課題把握を、データを用いて分析する力  

⚫ ロジックモデル作成及びリサーチデザインを行う力  

⚫ 施策の効果検証のための因果推論に関する基本的な理解を持ち、分析する力 

3.3 研修プログラムの内容 

⚫ 実施概要 

➢ 前半で政策効果分析の考え方や手法について、テキストをもとに学習し、続く

後半では、データを用いた分析やロジックモデル作成・リサーチデザインなど

の演習を実践した。 

➢ データを用いた分析では、海外事業活動基本調査、企業活動基本調査などの二

次利用データや、グローバルに定評のある民間企業財務データベース

（Orbis）を用いた。 

➢ 複数のソースを組み合わせることで、政策立案の前提となる現状分析や、特定

の企業群に対する政策の効果検証に役立てる事が狙いである。 
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⚫ 実施ステップ 

➢ 説明会：2023 年 11 月 1 日(水) 

➢ 輪読会：2023 年 11 月上旬～12 月中旬 

 概要 

 統計的因果推論（ランダム化比較実験、差分の差分析、傾向スコア、

回帰不連続デザインなど）の分析手法と手順について学習。 

 課題図書に収録されているプログラミング・コードを実践することに

より、因果推論を体験。 

 課題図書：Scott Cunningham「因果推論入門（ミックステープ： 

基礎から現代的アプローチまで）」 

 定員数：24 名（1 チームで実施） 

➢ 分析プロジェクト：2023 年 11 月下旬～2024 年 3 月上旬 

 概要 

① ファクト分析・リサーチデザイン 

✓ 各研修生が自らテーマを提案。 

✓ 公的統計や民間データベースを活用して現状分析を踏まえた政策

課題を抽出し、必要な施策についての仮説を立案。 

✓ ロジックモデルに基づき、政策効果を検証するためのリサーチデ

ザインを作成。 

② 実政策の効果検証 

✓ リサーチデザインの作成から、因果推論を中心とした経済分析ま

でをチームで実施。（テーマは地域未来牽引企業） 

 定員数： 

① 17 名（5 チーム） 

② 7 名（1 チーム） 

3.3.1 統計的因果推論に関する輪読会 

⚫ 目的： 

➢ EBPM の基本理論を理解した上で、政策立案のための現状分析や課題把握につ

いて、データを用いて分析する力、ロジックモデル作成及びリサーチデザイン

を行う力、政策実施の事後分析を因果推論などの手法を用いて分析する基礎的

な力を養う。 

➢ 政策効果の事後分析にかかる先行研究について、それぞれの分析手法や分析手

順などの前提、限界、課題が見つけられる力を養う。 
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⚫ 実施要項： 

➢ ランダム化比較実験、差分の差分析、傾向スコア、回帰不連続デザインなど、

因果推論に基づく分析手法と手順について、理解。また、課題図書に収録され

ているプログラミング・コードを実践することにより、因果推論を体験する。

随時、有識者からのサポートを得て、難易度の高い部分の解説などを実施。 

➢ 実施回数 ：1 コマ 60～90 分（実施回数 計 7 回） 

➢ 実施形態  ：オンライン会議（Teams でオンライン環境に接続） 

➢ 参加人数  ：24 名（1 クラスで実施） 

➢ 有識者（敬称略） ：牛島 光一（筑波大学システム情報系 社会工学域 助教） 

➢ 課題図書： 

 Scott Cunningham「因果推論入門（ミックステープ：基礎から現代的ア

プローチまで）」 

（参考）英語版リンク：https://mixtape.scunning.com/ 

    日本語版書籍：https://www.amazon.co.jp/dp/4297134179 

➢ 各会の学習対象：以下の図表のとおり 

図表 3-1 各会の学習対象 

 

➢ 参考図書： 

 安井 翔太「効果検証入門〜正しい比較のための因果推論/計量経済学の基

礎」 

 伊藤 公一朗「データ分析の力  因果関係に迫る思考法」 
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⚫ 実施概要 

➢ リサーチデザイン 

 分析対象とする施策をひとつ決定し（所属原課などの施策を持ち込むこと

を想定）、当該施策がどのようなプロセスを通じて、政策効果を及ぼすのか

を説明するロジックモデル（政策の実施により、その目的が達成されるま

での過程をフローチャートで示したもの）を作成。 

 ロジックモデルに基づき、政策効果を検証するためのリサーチデザインを

作成。（政策効果の分析に利用する評価指標及び分析対象群の特定、効果検

証手法の選定、想定通りにいかなかった場合の代案の検討などを実施） 

➢ ファクト分析 

 公的統計や民間データベースの中から、必要なデータを特定し、政策実施

の背景や政策立案の必要性を示す根拠となるファクトの収集などを実施。 

 現状分析を踏まえた政策課題を抽出し、必要な施策についての仮説を立て

るなど政策立案・検証までの一連のプロセスを理解。 

➢ 実施にあたっては、12 月中～下旬にチーム毎にキックオフを開催し、外部有識

者との有識者相談会（2 回）を経て、発表会（1 回）を実施。 

※第１回有識者相談会はキックオフも兼ねた開催。 

➢ 別途、チーム毎に研修生とチューターによる検討会を実施。 

 

⚫ プロジェクトの進め方 

➢ ファクト分析・リサーチデザインのテーマは、研修生各自が事前に提出した分

析テーマをもとに進行。 

➢ 各自の専門知識やスキルに応じて、ファクト分析の目的及び目標を設定して実

施。 

➢ 分析プロジェクトはテーマの領域と人数に応じてチームを組んで実施。 

➢ 外部有識者を交えた会議体を計 3 回（相談会 2 回、発表会 1 回）実施。 

➢ 上記とは別に、チーム毎に研修生とチューターによる検討会を実施。 

 

⚫ 外部有識者（以下、敬称略） / 専門領域 

➢ 児玉 直美（明治学院大学経済学部 教授）/ 政策評価、ミクロ経済学、経済

政策 

➢ 松浦 寿幸（慶應義塾大学産業研究所 教授）/ 国際経済学、産業組織論 

➢ 和田 哲夫（学習院大学経済学部 教授） / 国際知的財産制度・契約と企業戦

略 

➢ 牛島 光一（筑波大学システム情報系 社会工学域 助教）/ 教育経済学、開

発経済学、医療経済学 
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3.3.3 参考とした人材育成や実践方法の事例 

図表 3-8 内閣府経済社会総合研究所：研修計画（1/4） 

 
引用 https://www.esri.cao.go.jp/jp/esri/tie/tie_main.html 
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図表 3-9 内閣府経済社会総合研究所：研修計画（2/4） 

 

引用 https://www.esri.cao.go.jp/jp/esri/tie/tie_main.html 
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図表 3-10 内閣府経済社会総合研究所：研修計画（3/4） 

 
引用 https://www.esri.cao.go.jp/jp/esri/tie/tie_main.html 
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図表 3-11 内閣府経済社会総合研究所：研修計画（4/4） 

 
引用 https://www.esri.cao.go.jp/jp/esri/tie/tie_main.html 
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図表 3-12 総務省統計研修所事例 

 

引用 https://www.stat.go.jp/training/1kenshu/pdf/2023panf.pdf 
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4 分析プロジェクトの進め方と今後の課題 

4.1 スケジュール概要（実施概要） 

図表 4-1 スケジュール概要（発展 PP 研修） 

 

4.2 スケジュール詳細（実施フロー） 

⚫ 事前準備：2023 年 10 月 

➢ 研修生応募者と 1on1 ヒアリングを実施 

 希望グループ、テーマ、日程の希望など 

 因果推論に関する知識レベル（A / B / C）のアセスメント 

 分析スキルのアセスメント（Python / R / その他プログラミング言語の経

験有無） 

➢ 輪読会・分析プロジェクトの企画、運営準備 

➢ 外部有識者の選定及び委嘱 

⚫ 研修生向け説明会：2023 年 11 月 1 日(水) 13 時 15 分～14 時 15 分 

⚫ 輪読会：2023 年 11 月 7 日(火)～12 月 19 日(火) 

※毎週火曜日 13 時～14 時 30 分（11 月 21 日(火)のみ 14 時まで）、 

計 7 回実施 
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⚫ 分析プロジェクト 

➢ ファクト分析・リサーチデザイングループ： 

2023 年 11 月下旬～2024 年 3 月上旬 ※A～D のチーム毎に実施 

 11 月 17 日(金)  ：ファクト分析・リサーチデザイン計画書の提出 

 11 月下旬～12 月中旬 ：キックオフ 兼 第１回有識者相談会 

 1 月下旬～2 月上旬 ：第２回有識者相談会 

 2 月下旬～3 月上旬 ：第３回発表会 

➢ 実政策の効果検証グループ：2023 年 12 月下旬～2024 年 3 月中旬 

 12 月 22 日(金) ：キックオフ（データ・サンプルコードの提供、進め方の

説明、地域グループから施策説明） 

 1 月 25 日(木) ：第１回有識者相談会 

 2 月 22 日(木) ：第２回有識者相談会 

 3 月 15 日(金) ：第３回発表会 

4.3 各会議体について 

⚫ 有識者相談会 

➢ 趣旨 ：経済学・統計学・因果推論等の専門的知見を得るための外部有識者を

交えた相談会 ※チーム毎に実施 

➢ 参加者：研修生、外部有識者、チューター 

➢ 形態 ：オンライン会議（Teams 録画及び議事録を配布） 

➢ 回数 ：2 回/チーム 

➢ 内容  ： 

 ファクト分析・リサーチデザイン G 

※研修生毎に計画書を元にした 1on1 形式で進行 

 分析テーマを選定した背景の説明、先行研究に関する理解の確認 

 研修生より外部有識者へ、分析に関する進捗や相談 

 外部有識者より研修生へ、計画書の講評および今後のアドバイス 

 実政策の効果検証 G 

 研修生より外部有識者へ以下を説明 

✓ 研修目標とスコープの説明 

✓ 分析目的とリサーチデザイン策定方針の説明 

✓ 今年度分析のアイディア（研修生個々に提示） 

 分析したい内容・問題意識、リサーチ・クエスチョン 

 分析方法 

 想定される課題・懸念 

 外部有識者より研修生へ、講評および今後のアドバイス 
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⚫ 発表会 

➢ 趣旨 ：研修の成果を発表する会 ※チーム毎に実施 

➢ 参加者：研修生、外部有識者、チューター 

※オブザーバーとして他チームの研修生も聴講 

➢ 形態 ：オンライン会議（Teams 録画及び議事録を配布） 

➢ 回数 ：1 回/チーム 

⚫ 検討会 

➢ 趣旨 ：外部有識者を交えない研修生とチューターとの相談や進捗確認のため 

の打合せ ※チーム毎に実施 

➢ 参加者：研修生、チューター 

➢ 形態 ：オンライン会議（Teams） 

➢ 頻度 ：1 月～発表会前日まで、1 時間×2 コマ枠を設けて毎週実施。 

（チーム毎に曜日と時間帯を定例化） 

➢ 詳細 

 CRISP-DM 注 1に則って、実施手順を提示。 

 より細分化した WBS 注 2テンプレート用意し、研修生個々に配布。 

 15 分程度/人の 1on1 で、WBS 注 2を使った進捗確認と今後の相談を実施。 

 チーム毎に定例 MTG として開催（毎週 W 曜日の HH 時～HH 時の 1 時

間） 

 週 1 枠では都合の合わないことも発生すると思われるので、2 枠（2 時

間）設け「週 1 回は極力参加いただく」よう案内。 

 1on1 後は、退出 or 他研修生の進捗聴講 or そのまま個人ワークの時間に充

当。 

 各チームの検討会時間割は以下の図表のとおり。 

※ 実政策の効果検証グループ（チーム E）は研修生内で各週日程調整し、

週に一度 1 時間程度の検討会を実施。 

図表 4-2 検討会時間割 
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※注 1 CRISP-DM： 

Cross-Industry Standard Process for Data Mining の略で、データマイニ

ングプロジェクトのための標準的な手法である。ビジネス理解、データ理

解、データ準備、モデリング、評価、展開の 6つのフェーズで構成され、

効果的なデータマイニングプロセスのフレームワーク。 

図表 4-3 CRISP-DM 

 

※注 2 WBS： 

Work Breakdown Structure の略で、プロジェクトの作業を階層的に分解

したもの。プロジェクトを管理し、タスクを明確化し、リソースの割り当

てに活用される。 

4.4 配布物及び提出物 

⚫ 輪読会レジュメ 

➢ 趣旨 

 輪読会の各回、発表者毎に発表対象（章、節）の内容を取りまとめ、有識

者への質問があれば併せて記載したものを提出する。 

 輪読会の前までに有識者および研修生へ事前配布し、輪読会当日はレジュ

メを画面投影しながら発表する。 

 有識者より講評および事前記入していた質問への回答をいただき、Q＆A

表として記録を残す。 

 全 7 回分の輪読会レジュメを 1 枚にまとめ、輪読会レジュメのまとめ資料

とする。 

➢ 提出期日 ：（発表担当者のみ）輪読会当日の正午 

➢ 配布物 

 【発展 PP】輪読会レジュメ_テンプレート.pptx 

➢ 提出物（1 ファイルにまとめたもの） 

 【発展 PP】輪読会レジュメ_第 1-7 回（3 章-10 章）.pdf 
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⚫ ファクト分析・リサーチデザイン計画書 

➢ 趣旨 

 個々に設定した分析テーマに応じてプロジェクトを推進するための指針を

整理し、具体的な作業計画策定の一助とする。 

 第１回有識者相談会にて、外部有識者より分析テーマや方針について講

評・アドバイスをいただくための資料とする。 

➢ 内容 

 ファクト分析・リサーチデザイン 

 以下の項目に従い、分析計画を策定する。 

1. 分析の背景（既存の情報から分かっていること、分析の文脈に関

連する背景情報（市場の概要など）） 

2. 分析目的（なぜこの分析を行う必要があるのか、何を達成しよう

としているのかを記載） 

3. 分析対象（データセット、時間枠、地理的範囲、分析対象とする

案件がある場合にはその詳細） 

4. 分析内容 

5. 分析にあたっての仮説や明らかにしたいこと（分析の出発点とな

る仮説。分析の結果から期待される成果） 

6. 使用データ（必要となるデータ） 

7. 分析方法（どのような指標や評価基準を使用して分析を行うかに

ついても記載） 

8. 事例・関連論文 

 効果検証の場合は以下の内容も準備する。 

 ロジックモデル 

 リサーチデザイン 

1. 分析にあたっての仮説 

2. 検証したい因果関係 

3. 分析手法 

4. 使用データ 

5. 政策へのインプット 

➢ 配布物 

 【発展 PP】ファクト分析・リサーチデザイン計画書_フォーマット.docx 

➢ 配布タイミング：説明会（11 月 1 日(水)） 

➢ 提出期日   ：11 月 17 日(金) 
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⚫ WBS（Work Breakdown Structure）テンプレート 

➢ 趣旨 ：分析プロジェクトのマイルストンとタスクを整理し、 

  作業計画の立案及びチューターと相談するためのツール 

  とする。 ※利用は任意 

➢ 配布物 

 【発展 PP】ファクト分析・リサーチデザイン G_WBS.xlsx 

 【発展 PP】実政策の効果検証 G_WBS.xlsx 

➢ 配布タイミング ：各チームのキックオフ終了後 

➢ 提出期日   ：任意利用のため提出義務なし 

 

⚫ 報告書テンプレート 

➢ 趣旨 ：発表会にて成果発表する際の報告書として必要な要素を雛形 

 とし、発表資料作成の一助とする。※利用は任意 

➢ 配布物 

 【発展 PP】ファクト分析・リサーチデザイン G_テンプレート.pptx 

➢ 配布タイミング ：各チームのキックオフ終了後 

➢ 提出期日：任意利用のため提出義務なし 

 

⚫ 分析プロジェクト発表資料 

➢ 趣旨 ：発表会にてプレゼンテーション（Teams 画面投影）する資料。 

※ パワーポイントのスライド様式は任意 

※ 発表会前に外部有識者へも展開 

※ 実政策の効果検証 G（チーム E）については、分析コード

（Python,R など）も提出対象 

➢ 提出期日 ：各チーム第３回発表会の前 

 

⚫ 分析プロジェクトまとめスライド 

➢ 趣旨 ：研修生各々の成果をスライド 1 枚にまとめる。 

➢ 内容 ： 

 分析テーマ 

 概要（報告スライドから図表も 1 枚程度抜粋して転載） 

 使用したデータ 

 政策的インプリケーション 

 研修で学んだこと 

➢ 配布物 

 【発展 PP】ファクト分析・リサーチデザイン G_まとめフォーマット.pptx 

 【発展 PP】実政策の効果検証 G_まとめフォーマット.pptx 

➢ 提出期日 ：各チーム第３回発表会の後 1 週間以内 
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4.5 分析プロジェクトにかかる工夫 

4.5.1 仕組み面の工夫 

⚫ 省内の Teams を活用し、経済産業省事務局と研修生の連絡事項、資料、録画等の

共有を行った。 

⚫ 研修生のスキルアセスメントを目的として、経済産業省事務局と研修生間の 1 対 1

面談を実施。 

⚫ 研修生及び有識者との日程調整や問い合わせ対応の効率化を目的として、チーム毎

のチューター制度を設置。 

⚫ 研修生の業務を考慮した進捗管理を目的として、任意参加型の検討会を週 2 枠（実

政策の効果検証グループは 1 枠）で定期実施。 

4.5.2 運営面の工夫 

⚫ 有識者相談会の効果を最大化するため、研修生に相談事項の準備を依頼。 

⚫ 分析の方向性と進捗の明確化のため、研修生に対し有識者や事務局からのアドバイ

スを議事録兼タスク管理表として提供。 

⚫ 研修生がいつでも振り返りが可能になるよう、有識者相談会等の録画を共有。 

⚫ 有識者相談会等を有意義にするための以下のプロセスを実施： 

➢ 会開催 1 週間前に研修生に発表資料の提出を依頼。 

➢ 発表資料の品質向上のため、BrainPad 事務局からアドバイスを提供。 

➢ 有識者への事前資料共有により当日のフィードバックを効率化。 

⚫ 他グループの発表から学びを得られるよう、研修生に他グループの発表会の通知と

録画を共有。 

⚫ コーディングスキル向上のため、コメント機能を活用した実践的なコードを研修生

に提供。 

⚫ 進捗管理サポートとして、検討会外でのコミュニケーションを通じて研修生の進捗

状況を把握し、有識者相談会等に向けたアドバイスを提供。 

⚫ 研修生のデータ分析スキル向上のため、有識者相談会等でデータ分析全般に関する

幅広いアドバイスを実施。 

⚫ 研修生の作業効率化を目的とし、発表資料のフォーマットを提供。（活用実績は約

半数） 
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6.1.3 集計結果（満足度のみ抜粋） 

図表 6-2 中間アンケート：Q1-1 

 

※集計結果の図表中の各回答に対応する数値は、回答数を表している（以下、同様） 

 

図表 6-3 中間アンケート：Q1-2 

 

 

6.1.4 頂いた意見（抜粋） 

➢ データ分析のテクニックだけでなく、考え方についてもチューターからコメン

トがあり、大変ありがたかった。 

➢ サポートについては、当初示されたフレームワークや WBS が、本研修の流れ

を踏まえて落とし込まれていないように感じ、トライしたのですがうまく組み

込めませんでした。 
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6.2.3 集計結果 

図表 6-5 修了後アンケート：Q1-1 

 

※集計結果の図表中の各回答に対応する数値は、回答数を表している（以下、同様） 

 

図表 6-6 修了後アンケート：Q1-2 

 

 

図表 6-7 修了後アンケート：Q1-3 
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図表 6-8 修了後アンケート：Q1-4 

 

 

図表 6-9 修了後アンケート：Q1-5 

 

 

図表 6-10 修了後アンケート：Q2-1 
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図表 6-11 修了後アンケート：Q2-2 

 

 

図表 6-12 修了後アンケート：Q2-3 

 

 

図表 6-13 修了後アンケート：Q2-4 
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図表 6-14 修了後アンケート：Q2-5-1 

 

 

図表 6-15 修了後アンケート：Q2-5-2 

 

 

図表 6-16 修了後アンケート：Q2-5-3 
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図表 6-17 修了後アンケート：Q2-5-4 

 

 

図表 6-18 修了後アンケート：Q2-5-5 

 

 

図表 6-19 修了後アンケート：Q3 

 

※複数回答可 
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図表 6-20 修了後アンケート：Q4 

 

※複数回答可 

 

図表 6-21 修了後アンケート：Q5 

 
※複数回答可 
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図表 6-22 修了後アンケート：Q6 

 

 

図表 6-23 修了後アンケート：Q7 
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6.2.4 頂いた意見 

図表 6-24 修了後アンケート＆ヒアリング結果（良かった点） 
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図表 6-25 修了後アンケート＆ヒアリング結果（今後の課題） 

 
 

  

















 

 

（様式２） 

 


